
社会諒恕J人 すかい

発行者 理事長 押内留一笑顔
SE

宇32ト1577

栃木i実B光右足鰍 084 A-ED
TEL0288(93)2003 

こを=ま耳
｢ ･

生活
用者の

.AEDfE使っての荒

二巴の利
施設==脚
 の株苧二二二ただ書

青年の粗急激命法講習会ではU(0FJ; 288(93)2236 

急妃笠を学Uました｡その後 .呪託医である各島先生

え呑す,Gd

r-ムべ-ジ yWW ka.


平成20年 7月20B発行
ED講習会を同er､緊急EBにl
 

J 太ttJ

ノb 

Ip
l-

/su a -.
U
k

S.V
k


fF
11l>

7,

い1

ai@suE-メール 
の助岩で各施設に AEDを設置しまL･た｡7月に可成A 

第 79号
揮

血■/ NrtrRTF良

らしさを大軌 こ
私I:らll fIれもが普通E:

I= し.あf の夢を広放しますOf=l･乱Tl iちE､あ/J･.･
･ 盈らせる地域社会創')をE)韻します.
･私/=らEi､経からL故爺と豊かなJtをも って.カをあわせて丈放しますO

~.一ヽ-_
iAEr

れI九. 山 

絹のもと､尖塔にXjl器を使った訓
政の店子T･す｡嘩巳とグループホームの入店もがをLDLよ

こし.A ▲

様 -てLれTんの軸物とふれ合う
D
;
レ7､拳も くz:EE5:a

態
は 

の
のま

名
島

と
さ

B光而;汚防署員のL=t, LJよ ]E遠
ことm a･し仁｡

姦しい旅行L=ぢ したL.ヨE昌

した｡ 

372呈知

荒
み
聞
か

せポ

ーン
テ
イ

ア

コ

ス
チ
ー
ム

コン

ベク
シ
ョ
ン

研修｢スチームコンペクション｣とは,短的慨で｢芯る煩く一箱す等｣
が持田【こまた. EL朱墨の調理が可提ぢ租細ですu n年F. -r: = E

.毎月モ生保諾女性会の方 が々完蒜してくだ嘘丘仲にて便用していますが.今酎ま/jル-プホ 音r(i
読み 由回謀なる他誌を

乱んでいただき利用もきんも熱心L:快さ入っています.
-ムT.の通関が耶召されてLlます. きり. 曙かセキ開いていただいてい言すV
より,すかLl

馨
｢ ~ 旬 軒 ｢

瓜
す
か
し
が 

ラ
ク
タ
ー
と
ば
っ
ち
り

LT
て
い
A
L
L
rT3
･
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ

た
り
'
等
し
い 

L お
で
か
け
'

れ
'
刊

て
い
ま
す
｡

順
流
の
空

平
成
柑
年
柁
月
16
日
〜
平
成 

神
子
内

赤 松 亦 掛

百 折 封 水 

巳

腐

り

旅

行 

ぜ

ひ
､
情

椛
遊
び 
.
凍

て
下

さ
い
｡

J

轡
施
設

は
.
す
か
い
フ
ラ
ワ
ー
に
包
ま

川
名
も
笑
朗

で
花
井
就
比
を
し

の
も
と
.
簸
E

屯
リ
物
に
史
っ 

轟
三 後冶

橋

軸
老
機

緒
g
剛
k
l過
ご
し 

村 川 

.1

野…牒

rL
写
一山縫富者が安心 して働 ける嬢 を確保す る目的 CONTENT く目次)

乳
夢

が
(掘
れ
Th
L
に
｡

l
ly
ィ
tt

勢

謬

グループホ-ム改修 ---･で始めた花井栽IIIも.色 とりど りの花が咲 き.
L
'リ
.
ラ
ン
チ
を
浦 

,;<山
記
天

収

寛

千
代
子

ヤ
ス
干

忠

管

夢

年
6
月
劫
日

R･
出荷するほどにな りま した. 福祉サービス第三普評価圭吉具報告 ･･

ゆ くゆ <は.Jhく腐Wrであ りなが ら.多 く 納≡宗男 .すかい芯包上まつ L)一一一

-

･-

I..

地域との交流 Tt
し
た
｡
M
の
は

範
二
⊥
フ
ン
ド
に

倍乾ボックス 川一一一一-･--一一一一日一 械城枝磁様位の方 々が 自然 に集える局所になるように日 . 
平成 19年庶法人事実報告 ･決夢報告

iXトt'ックス --

1

I



出際の二 

締
･4't

lL

U

省
･R
h
支
捜
法
の
施
行
に
<
わ
せ
'

5月から勤めだして.早いもの

でもう 2ヶ月が超とうとしていま

す｡丁加古から通刺し､肌寒Llこ

と､止が多いことF=紬日びっくり

しています｡

b と開くと血が岨ぎ.li:黙り

三社深な t'L他県 F:も出かけていました.

らし､口光や足砧の歴史や

考えています】

しく虫煩いします｡

☆ あなたの力を福祉のt2界で活かして昆まtZんか☆ 

才ア 英 資 

93･2003 (担当 二滴ポ)

看護師 工 戯 知 更

084 

E TELO2eB･述滝先 皇

〒32l-1511 栃木県 E]光7万:己尼町2084 

Fl荒会員孜 372名

※

適
..身
~射
儲
｣

【王
海 
t#


Le9312743 (担当 :島崎)

Ll

l】 

です.そして池坑に.iかけるとき

など.足指のL々をJ此めては良い

~ 

ひ 

ll滝 

jt;J
加

J7Fテン テ

所)皇知完 訳二皇泡蒜(場
間)こ各合に合わせて相談に応 Lます.

･娼妓兼化 ･PJ逆; .余粥活肋の指樽等

;
TJl

平
城
1

戸
=17-･Pt

℡0288･93-2003(担当 :永井)

芸
Ht 甲(T

g

T-

温人会員 IE] 10｡000円 ●生 活支 援員 ●調 理 員
] . )円個人会員 IE 1OC0

★学R_光祐.糾究岡田等.相談 lこ応 じます ,
SmL1合tZは- - 目すかい後捻会 勤鵜先;ZB糊 主音者入所更生品詮 皇滴荘･苛二見鵜 他 

32l 千円2 

Tf･比
gi咋
5
月
1
日

ク
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話

平
成
池
畔
･-

l:

･各州作男の稲畑	 .別川粥の.話しIIF

第二皇海幕 T L028
三万 

El-15I1日光 rb足尾のf 

ク
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話
人

平
代
謝
如
3
月 

第
二
黒
海
悪

平
城
_
叫
は

9

F
･成
邪
神
1
月
3

平
成
加
叫
4

平
成
20
叶
Llt n

(時

7-チ-

',) 

†GTlk■SI

')1EL 0288･9312003 (永井まで 

内訳 は 慧芸他 68 ':^̂ 思 ̂ 1̂1S:1;( 豊 ; GTz

lt,,
J

hq 人 L* 祥 一 
議~r_1 br神 山 炎 

J_の ヰ亡 (-∩ 叩 B . 
:rT 1藤 71島 悦 

目 元 メ 僻 や 一 路

紳 干 l～ (=Ju. 苑 
W 箱 X 仰 山 打 -

小 水 Lr/LQ '̂ iE t 

lムー 耳ミ 7-JT1DI 蛎 -

i/赤 ( rqIl 5宅 久 也

松 腑. ･ 命 光 三地区すかしヽ敵痩区全地協刀 一7lEJjL 九 J一W 7)垂 貝 氏 も小 光 Hl'

甲 才 L!Ih m : 
良名簿 Eふ;:-秒 力‖a 】 Ir土 ] 勝 炎I

小 紙 ''Jl1 村 lld 

T-今 q もよろしくJjJnい均し王{

可

矧叫
一

副
｢
｣

叫成
加叶4月1∩

宅
托

卓

仙
川 

は

上

場 

･V成20 :3fr

省
が 
t 

l

人
ま
た

l

人
パ
ス
好
に
弘
蓋

っ

地
域
移
行
の
準
備
着
々
と

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
改
修
に 

て
来
る
｡

い
つ
も
な
ら
､
九
帖
少
し
)刑
の
山
劫
だ

が
'
今
日
は
特
別
早
出
だ
.

い
よ
い
よ
今
日
か
ら
丹
指
を
込
め
て
育

て
上
げ
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
､
ペ
チ

ュ
ニ

ア
､
そ
し
て
サ

ル
ビ
ア
な
ど
色
と
り
ど

の
花
が
､
市
域

へ
初
出
荷
が
さ
れ
る
円
だ

か
ら
だ
.

六
〃
十
八
日
~
運
送
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク

が
た
く
さ
ん
の
.化
を
梢
み
込
み
汁
発
し
ま

･

し
た
｡

L割

引 

.I

日
本
財
団
助
成
決
ま
る

さ
ら
に
.
こ
の
た
び
日
人
財
団
の
肋
成

丁
九
百
三
十 
'<
円
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が

決
ま
り
'
張
合
タ
イ
プ

の
施
設
を
望
蛸
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

施
設
は
'
日
光
市
足
尾

叫
･EL
に
あ
る
旧 

ltLFtl.
禾

県
立
足
尾
高
等
学
校
瓜
良
公
舎
で
今

年
卜
二
日
に
入
所
が
で
き
る
よ
う
畏
把
を

埋
け
鼎
偏
エ
下
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
.

完
成
す
る
と
~

中
将
子
対
応 

(
二
脈
を

除
く
)
ー
火
災
非

館
遡
鮎
熊
Fg
､
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
試
鵬
な
ど
肌
災
面
に
も
庇
威
し

た
<
=
矧
･室
の
三
ユ
ニ
ッ
ト
十
八
人
が
地
域

で
香
ら
せ
る
f
･定
で
'
た
だ
今
両
施
設
で

は
､
地
域
移
行
の
た
め
の
生
は
訓
奴
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
.

花
の
出
荷
始
ま
る

就
労
事
業
所
す
か
い

胡
七
帖
'
地
域
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
か
ら
少
し
眠
そ
う
な
原
を
し
た
利
用

り

地
域
の
中
で
利
川
瀬
の
皆
様
が
安
全
で
快

適
な
址
拓
を
送
れ
る
よ
う
'
当
法
人
で
は

地
域
で
十
講
の
雌
と
働
く
項
の
撒
保
を
､

即
行
し
て
進
め
て
お
り
≡
す
.

先
ず 
+
.活
を
す
る
と
こ
ろ
は
､
足
尾
地

域
<;
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

･
ケ
ア
ホ
-
ム

を
酵
蛸
し
て
き
て
お

り
'

二
戸
姐
て
タ
イ

プ
六
雌
に
三
十

一
人
が
既 
L
J岸
ら
し
て
お

り
ま
す
.

平
成
卜
九
年
度
市
波
で
整
備
し
た
花
井

栽
培
帯
芯
が
本
作
三
月
開
始
さ
れ
.
跡
砧

か
ら
始 
u
り
.
土
づ
く
り
.
Iか
え
鞘
え
の

-1

各
作
l火
二
相
を

へ
て
約
一二
力
C;
で
J

荷
す
る
こ
と

が
出
欠
ま
し
た
.

J

的
出

え
る
よ
う
に
し
て
行 
4
.
た
い
と
考

え
て
い

ま
す
.

新
聞
細
道
で
は
.
工
賃

ほ
州
計
両
が
党

滋
さ
れ
二 
0

1
-
年

の

E
:に
す
る
こ
と
が

示
さ
れ

た
｡
?ll法

人
就
労
事
業
所

も
..二
年

は
'
平

軌
道
に
威

せ
て
月
朝
三
.山

こ
ろ
で

す
∧

花
の
直
売
い
た
し
ま
す
｡ 

P.J
利
用
く
だ
さ
い
｡

番
種
花
壇
苗

八
〇
円
よ
り

問
合
せ

〇
二
八
八
(九
三
)

抑
め
て
の
施
湖
そ
し
て
初
め
て
の
大
量 

t
j産
の
た
め
'
仏
日
が
山
行
錯
誤
の
迩
銃

で
し
た
｡
ま
だ
ま
だ
こ
の
施
設 
iiI使
い
こ

な
す
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
.
此
方

支
娘
の
籾
所
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

ま
た
-
利
用
者

一
人

一
人
の
作 
fq
に
取

り
組
む
姿
勢
は 
.
見
追
え
る
く
ら
い
で
､

こ
の
不
発
に
触
り
組
ん
だ
こ
と
は
､
非
常

に
音
鵜
深
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
｣hSす
.

こ
れ
か
ら
､
眼
先
で
縛
ら
れ
た
収
入
か

ら
技
韓
を
た
し
引
い
た
利
炎
が
､
利
用
者

の
丁
.蛋
そ
し
て
tA
金
と
な
る
わ
け
で
す
の

で
､

多
く
の
人
に
花
を
コ
っ
て
い
た
だ
き
､

一
人
当
た
り 
]
万
五
T
M
の
工
笈
が
支
払

叫
は
n
l･･-
口

月
は
□

]-
1
J 

IJJFJJ= l)
1 1 12
Uu U E

31
ロ

1
日

月
此
C=

円
山
∩

切
帥

平
5
･
忠
一

人･3<
-J
53血
乃

,

光
ナ 

LJU :u
夫 琵紀 文:

M 

Q
｡附
せ

【雅
m
q
桁
萌
幸
作
)

.
弧
u

IlT

健

一 
T3
■
一皇

術

止

十

滴
日
比
tiP二
万
六
千 

ま
し

綾
に門

に
し
た
い兜

をと

二
〇
〇
三

i;;1 紳 yr 
Jll頗 山井 

康

qI
U 



=-㊤一⊂)■◎q⊂コ■申13■由一≡ト抄く=ト 81=-

i)について評価 し.その鶴火を公女するも

ト申･0 ◎くニト由一⊃-

すかいの両施設では,･I戊1年度の如拙サービスgTJ7塘評価L 9

⊂> 0イ⊂ト〇･ ニーO■ 

福祉サービス第三者評価結果報

t■C?くニIt

告


読)を受解 しました.叫山
王:.)i-(火 

昏イ=■･◎イ=>･由■ -C⊂⊃=■申･><

をt16 T4回Eとなり王すQこの下糸は公i'止な苅≡a機関が年度より実施しているものでt今画I l lll

_

のです｡

吟t 

▲ 

)▲
V 
G
▲HU
･

VC


V 

e 

▲@

劫 齢 コ十 プ~-

/̀.れの､槻 ･視点からの.評
引■的かつ瀦硯的J甥で事姓名のサ- ビスのL省 

今bl #Jさ することで､それでの串某でも､m白､利用群のはか' bも琴m] 1--

(T､JJj̀

価を受け.ち業者による客紋qな分析を過 して様々な克付きを摺ることができました.

研在.皇恥ilの共nj詑孟宗のもとで一.l皿の改掛 こ取 り組んでいるところです｡71m

iI

(旦拘荘)(_批正)≡:r

/ij'化を阿る-

1ff.

iil塾
過
』 

日
日JF

一

貫
:
平収か年4月-はり

平
城
加
e
･4
月
1D

･胤昂のTiu)る赴･小丘m;J

捗管B 

-:アセスメントシートなどの各催記紬の方式をTL 適格Tl記録を;R胞 也 

l.

T!

=p 
SJ

'JJ_

見顕しと.内容のF知和底にig]

のさらなる工夫 7 

i北) 

･利用T号の乱九にLr.つた安今の併催.汚帖 -相談 ･狐且の丁近力向上と姐綴力の発揮

i:

E.

i誰 

?一=■･Oイ=-E

国
軍国

'イふくヨー匂一〇一匂一三一V一⊂-e

シヨンに州符 

平
瑞
f;咋
3月 

･儲 

重闘 

海u

(祝 =il海荘)

平
戊
訓
Zii

への支控を計両皿りに実施し.EI

ヨー'イ⊂トJDく⊃←くIJ=

平城
加
平
4
月
1

平止P.咋
5
円
26
日
仙

平蛇加
叩
c
R
I
U

の策定と己 空行管理式にytjⅠD=Jf'-E;r

,

命
曹

こ
D]

一
■'

喝

二
1'

L平A.rL咋;3

城

劫

間組
凹囲 

平
は知
年
4
月 

平
成
20
叩
5
月
30

同

.JJ占してq)きめ矧やかな) 

世一=-e

岬

･｢
月
五

山 

手
前 

併

l

(8
)

帖
二
.十
分
〜 

J L 
綾
一
■畔

申･ トのペコ一旬く-くニ

し
ち
か
は
苑

出
し
物

故
Fq
シ
ョ
ー

,

u

ゲ
ー
ム

擬
店
等 

PIE

､

模

A.東成に7 

(首三二占 

=一〇イ⊂コ■

別応

･地域生活拶f 

Y 
e 

e 

nU

V 

e▲n
▲V▲t

nY
O▲

や▲

Y
81

3
▲H

V
e

V 

C.▲
▲9
6
1

旬▲

鼠
田

盟
gSe
･3
月
m
H
H

平
城 

足
尾
小
学
校
と
の
交
流
会 

第
三
者
委
員

室
海
荘
川

今
咋
腔
も
第
三
新
香
員
に
よ
る
苦
情
桝

決
桶
瀧
を
荘
川
的
に
究
施
し
ま
す 
p
利 
E

者
の
棚
読
内
布
は
､
炭
速
の
陥
み

･
余
暇

特
例
の
過
ご
し
方

･
施
設

へ
の
褒
盟
等
そ

れ
IiJ
れ
で
す
が
､
香
良
の
ガ
の
的
純
な
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り 
.
話
を
し
て
女
心
さ
れ

る
カ
が
増
え
て
き
ま
し
た 
.

さ
い
ま
し

た
｡
自
分

達
が
育
て
た
花

に
朋

す
る
牢 
n

な
想
い
が 

で
本
人
の

了
解
を
柑
て
､
そ
の

一
文
と
ご

紹
介
し
ま

す
｡

野

球

部
球
加
に
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
利

L
v

す
か
い
男

す
か
い 
E
;

用
薪 
-
名
が
統 

加
わ
り
ー
合

計
3
私

の
利
用
者
が

一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
｡

日
蛸
は
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

脱
を
磨
い
て

い
ま
す
が 
~
実
践
で
は
緊
放

し
て
木
触
発
粍
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
で

す
.
6
日
に
行
わ
れ
た
試
合
に
山
堀
､
光

恵
な
が
ら 
n
け
て
し
ま
い
ま
し
た 
V 
(
′
艶

の
講
椛
に
相
称
が
か
か
り
ま
す 
.

花
で

幸
せ
届
け

た
い

就
労
支
援
事
業
す
か
い

就
労
支
哉
事
業
所
で
働
く
里
見
正

成
さ

ん
が
雑
用
あ
て
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ

…

第
二
皇
海
荘 
‥

心
中 
6
月
は
足
柁
小
学
校
と

の
交
流

八八

を
行

っ
て
い
ま
す 
.
学
校
側
の
描
宋
音
を

l

挫
潔
す
る
と
い
う
口

的
に
朋 
同
し 
.
耶
二

･rj
梅
爪
の
恒
例
行
が
に
な
り
ま
し
た 
.
刺

用
者
の
方

々
も 
.
Cj

J.

訪

分
の
子
供 
{
孫
の

れ
を
柑
つ
よ
う
に 
~
交
批
会
を
発

し
み
に

し
て
い
ま
す

<
.
3
･は
小 
γ
控
が
力 
Ll)A

｡ 

れ
て
い
る
足
碓
刑
太
晃
の
舷
詩
が
あ
り
､

迫
力
の
あ
る
人
弘
の
せ
き
に
任
倒
さ
れ
ま

し
た 
L
そ
の
後
は
利
用
肴
の
方
々
が
平
段

行

っ
て
い
る
砧
勤
を
小
芋
生
と

一
紙
に 
i
=

な
い
ま
し
た 
.

虹
牛
の
行
中
を
旭
し
て
､
梓
貨
者

へ
の

関
心
と
朋
解
が
深
ま
り 
.
福
祉
の
独
行

へ

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
取
っ
て
い
ま
す 
'

ふ
ん 
il

に
下

i

r

思

何
だ
か
辛

い
乳
杓
ら 

し
た
.
ふ
ん

れ
っ
て
盛 
LLJ
が
し
ら 
･
つ
て
へ
ら
上

お
別
れ
す

る
呼 
'
自
分
の
丸
蹄
ち
の

中
で
､
花
に
藷 

し
た
｡ 

っ
て
ま
す 
.
で
も
､
半
分
ら
ユ
つ

ど
.

む
で
育
て
た
花
と
お
別

っ
と
ヰ
か

っ
上
で
す 
.
で
も
､
花
と

ん
女
人
に 
iJ
r
tl
も
ら

っ
て 

ん
な
人
に
幸
せ
を
迫

っ
て
ね
｡
｣

ぅ

て
花
に
話
し
ま
し
た
｡
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